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近
代
旗
業
史
硏
究
の
成
果
に
就
A

て

n
!〇

(

八n
:

六)
涝
ず
如
く
で
あ
る
C (

5

『

新
間

/̂
'
制
家
内
エ
^』

を
ば『

間
屋
制
マ
二
ュ
，フ
ァ
ク
チ
A
ア』

.『

問.
屋.
制
ズ
場』

ミ
呼
：ん
セ..經
皆
形
態
#_

办
す
る
区
' 

财

(
火
^
^
*i i-
火
氏『

降
説』

參
昭
、

n (-
:
5)

セ
そ
の
概
念
規
宛
に
お
い
て
不
叨
確
な
る
こ
ミ
を
免
れ
ぬ
で
あ
ら
う
o
け
だ
し
、
こ
れ
ら
の.
，

『

マ'
ー1
ュ
 

フ
ヶ
ク
チ
£1.
'ァ』

3.
場』

の『

担
み
難
い
現
代
的
特
質J

な
る
も
の
は
ぃ
高
度
ゆ_

力
、機
•
手
，工
業
技
術
•『

前
貸

|̂材
料
ま
：丁«

法
規
：以
前
の.
諸.
條
#,
: 

:
に
あ
る
家
族
勞
働
•徒
弟
勞
俲
*
家
針
補
充
的
贺
勞
働
ビ
の
栽
方
式
結
合
ハ『

納
屋
丁
：揚』

〕

を
ズ
の
本
質
で
な
し
* 
.且_
'わ
.：、

そ
の
..親
方

は

嚴

密Q
t ,
味
' 

.
で
は
間
屋
或
は
親
丁
：場
ミ
親
方
自
身
の
勞
働
間
の
仲
介
者
に
す
ぎ
ね
、か
ら
。

 

,

•
 

。

核

、
上

、

要

之

、

F

家

^

勞« ;
•

』
：を.
ば
近
代
產
業
め
：發
展
段
階.

經
營
形
態
：か
ら
切
離
'
レ
>

ヒ
れ.
を
獨
得
の.
範
疇
と.
し
，て
抽
出.
す
_.る
と
こ
る 

ヒ
の
種
の
理
論
'
の
方
法
上
の
’
難
點
が
伏
在
す
る
。『

舊
問
屋
制
家
^

H

業M

問
屋
制
工
業』

•『

下§

制
H
,

^

:

t

念
^

そ
れ. 

怒
け
：で
そ
れ
ぞ
れ
別
個
‘
の
、『

中
小H

業』
の
裏
營
形
態
を
表
現
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
*

同
一
の
範_

が
、
特
#

fe
lh

會
經
濟
の. 

,

發
展
史
を
反
映
す
る
序
列
と
し
て
理
解
ざ
れ
ね
ば
权
ら
ぬC

ビ

の
意
味
に
お
い
て
、
知
多
織
物
に
お
け
る
支
配
的
な.
エ
粲
联
態
を
ば
、 

い.
は.
ば『

分
散
手
エ
場』

の
視
角
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
蕋
末
丨
明
治
十
竽
代
•

明
治
一
一
十—

四
+

华
代
•

明
治
末
期
1

大
疋
初
期.
の
、劃
期
^
 

分
o '

て
追
‘
究
せ
ら
れ
た
^

阪
商
大
豚
田
敎
授
の
論
欠c

m
n

參
照)

は
，示
唆
的
で
あ
る
。

,
. 

:
v
 

'
■: 

■
以
下
、『

中
小
工
業』

研
究
の
出
發
點
と
し
て
、『

分
散
手
工
場』
な
る
經
營
形
態
を
終
味
す
る
た
め
に
、
敢
近
の
此
較
史
的
諸
研
：究.
を__.

.

•(

能
I

)

 

'『

^

味
の.
エ
業
生
库
に
お
'
ぃ
'
て.
大
'
エ
業
0.

部
雨
セ̂

-

ま.
た，大し
て
確
立
い
て
ゐ

.
5

^>
:^ '
i

では歐洲一
 

.

:
;「

，.
，
.

衣戰を契機

^

ル

て
:.
.
>
#
嚀
 

二 

j,K
。

傍
歡
は
引
甩
者
0
°
む
；
.

し
各
、,
2
1
露
戰
爭
前.
钱
の
\
 

:

_

樂
資
‘
本
確
立
期
に
大
エ_

の
背
於
忙
尨
大
な『

大
エ
#,

ミ
1

そ
確
立.

3

て
ゐ
，な
い
部
£

即
ち『

問
足
挪
'
贫

± '

樂
4:
*',
.

手
エ.
場
：於
舊
式
藥
耕
ネ_

~

 

\

の
關
聯
に
お
い
て
沈
澱
，，深
化
せ
し
? ,

れ

て

、
，そ.
杯

念

諸

H

舉
形
態
が
入
龜
，

w

じ
て
特
殊
な
近
代
產
業
編
成.
を
.構

成

し

I
I_

I
1
P

1
I

1

I

I

I

I

i

l

i

題
の
极
IM

が

あ

る
.

同
書
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八
頁
參
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'

0

2) 

*
日
本
質
易
研
究
所
編
'『

輸
出
ブ
ラ
シ
工
業』

上
怨•_

大
同

#
院

、
昭

和

十

七

萍

四

月

刊

、
ー
ー
ー

K
o
H
i
.
■

..ょ
；
ひ■四
；
一
：

j',.
七
頁
參
照
？

‘
摩
制
家
^
m
業』

.
即p

家
内
'勞
働.』 w

チ
；る.
.
翁
ぅ.
セ.
あ
ら
，

後
考
は
、
家
內
勞
働
者
が.
究
金
作
業
■

.
を
な
す
場
合
ic小

；；

工
業〕
ミ
部
分
^t

を
.パ 

な
す
場
合(

手
エ
場)

^
を<,
1む
だ
反
し"
前
者
は
む
し
ろ

『

分
，散
手
工
場

』

ミ
同
篇
に
使
用
，せ
ら

《

て
ゐ
る
か
ら
。

〉

：
：
.
：
：
;'
:

.

:

.
へ
.

.

.>

■ .(

f£
3
o
、
木
藤
出
贬̂
氏
へ
ロ̂
本
中
小
了
業
硏
货
書̂
^
^
^-
國
大
學
^
開
' 

S
5
l̂

十

'

|\.

年
九

■月
八.
■

■«
號
參
照

.(

rf
k
4)

『

こ
，の
弛
の.
粱
カ
が
小
^
^
力
機
2
中
機
，械
化
し
た
分
業
仪
術
を
採
‘リ
人
札
て
ゐ
る
に
も
せ
ょ
、木
質
的
^
似

產

證

求

家

；た
.る
の
資
格

を
持-
^

,̂

所̂

問
M

め
灾
郞
下
に
立
っ
小
也
S

で
ん
る
#

は
バ
家
族
勞
働

'
を
i l
t !
:

じ
て
飱
ざ.

非
分.

業
的
に.

大
體
に
お
；'.
い.

て
、全.

行
程
を_

已
の

'

肘
电
で
行
ふ
も
の〕 W

何
の
變
り
も
な
い
9
納
褚
エ
場
に
お
け
次
間
焯
御
家
内
エ
業
で
あ
る
。
：
：
こ.
の
型
め
を
の
^
わ
，か_

の̂

徵
的.
な
.社
ノ

,

#

棘
濟
，的
地
盤
の
上
で-
、
崎
观
的
に
機
械
’
^

さ
れ
だ
®

制
家
內
，工
業.
で

あ

，る
に
^

ぎ
ガ
い0 』

(『

鼢
出
で
フ
：
.
：
ジ
0 :,

業』

、
前
揭
<

四
'1.

|
七5
0

ま
、

.
た
藤
1|
|
敎
胶
は
日
ぐ
、^
叫
辦
制
下
請」

-I

工
場
1
賃
機」

は
、
間
房
裏
資
亦
の
分
散
せ
ネ
勞
俲
贫
配
免
方
廉
常
命
に
變
リ
は
允
い
が
そ
の
'.
:

段
階
に
特
微
的
な
唧
格
^
持
っ
て
於
るJ

K
*

同k
、

m

x*

業
に
於
け
る
下
請
制
の
發
展T

經
，濟
堞

雑

認
. '

第
十
，卷
银
：

一：： 『

號
¥ 

.

.

月
S

A

K〕

。
ま
だ
、
氏
に
於
れ
ば̂

叨
诒
求
期
か
ぢ
火
茁
年
代
^

於
け
气
賃
織
し
は―

治
ニ
十
年
代
^

钫
粒
资
本
に
ょ
り
紹
成
竹
さ
れ
た
葛
：.

-

.

家
別
業』

5
し
て
.の
賃
織
即
ち
間
厘
制
家
內
エ

¥
ミ
ば
旣
に
そ
か
本
質
雜
上
び
吶
容
を
異
に
し
、
こ
の
期
の
貨
熾
は
酋
て
の
資
本
制
家
內
级
働
分

.

餃
手
べ
丄
場
形
，態

か

ら

、

.機
械
動
办
に
依
リ

-小
’エ
場
化
し
っ
^
，あ

る

除

期

に

於

け.る
^
屋
制
商
業

_資
本

9
小
.資
：.本
及
努
働

'の
'商
接
な
る
；支
郞
方
法
' '

丨 

* 

< 

- 

* 

- 

'

の
ー
っ
で
あ
る(

问
、
四
八
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.
W
,
火
塚
久
雄
氏
は
十
六
独
紀

&
頭
ィ
ゾ
’グ
ご
フ
ノ
ン
ド
西
部
、
：ィ
ー
ス
^
-
T-
ン

グ

.9
ャ
地
方
、

ク
シ
ャ
！
の
織
物
に
っ
い
て

.日
く
、『

こ 

の
關
係

1「

中
淹
の
織
允」

働
が
間

^
制
商
業
資

.本
这
し
.て
織
物
エ
に
原
料
を
前
贷
し
て
ゐ
た

’が
、
> 前
貸
を
受
け
§.「

織
物
エ
じ
側
は
も
は
や
單
純 

な

家

内

.1
;
樂
で
は
な
く
し
で
初
期
マ
ニ
ュ
フ

r
ク
ナ
ュ
广
の
姿
を
ミ
つ
て
ゐ
る
ミ
い
ふ
關
係
丨
丨
引
別
者〕

は
轨

^
エ
程
に

^
け
る
作
-
^
^
家 

!

奴
代
^
業
史
矾
究
の
成
來
に
就
い
て 
一

，

.

,

.

,

- ;
!

一

(

八 
一
二
七〕



,
近
代
鹿
業
史
硏
究
の
成
，果
に
就
い
て
"

パ
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三1
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八
三
八〕

-
杓
工
業
に
對
し
て
、
マ

ニ

ュ

フ

チ
A
ア
耷
基
底
ミ
し
‘た
間
授
制
前
貸
、或
は
言
ひ
ぅ
べ
く

ん
ば
'問
尾
制
マ

ニ
ろ
フ

ァ

ク

チ

n

ア』
(

*

同̂

、 

『

歐
洲
經
锊
史
序
説』

•
後
褐
、

一n

一
八
頁
。
尙
、
一
七
五
頁
參
照
同
じ
く
ハ
信
夫
淸
三
郎
氏
は
和
：泉
地
方
の
綿
織
業
に.
0'い
て
右
の
大
塚
无 

の
見
解-
に
關
聯
さ
せ
て
日
く
、

『

問
房
，か
ふ
前
資
を
ぅ
け
な
が
ら
，も
自

11},の
作
業
場
で
賃
銀
勞
働
者
を
使
役
す
る
^

い

ふ

、い
は
ば
問
厣
制
マ
这 

•I.
-
フ
，
ク
チ
メ
ア
は
、
そ
の
ぅ
ち
に
純
梓
の
座
栗
を
肢
開
せ
し
め
る
契
機
を
も
つ
て
ゐ
る

：

：

：し
か
し
な
が
ら
-、
さ

ぅ
し
た
マ
一
一
ユ
フ
r

 々

,

‘
チ
ネ
ァ
の
展
開
は
、〔
ロ
本
の
場
合
は
ィ
ギ
リ
スW

輿
り—

引
用
渚〕

明
治
期
以
後
に
は
じ.
め
，
て
み
ら
れ
た
も
の
で

' 
幕
末
に
‘お
い
て
は
た
だ 

,

そ
の
傾
向
を
示
し』 (*
同
^
T
U
本
鹿
業
史
序
說』

、後
揭
、
六
七
貢)

た
に
す
ぎ
ぬ
が
、庳
業
資
本
確
立
後
の
明
治
求
期•
大
JH
初
期
に
か
け
て
、

,

*

のf
fl
i
j
段
制
マ
*
一>

フ
r

ク'
チ
：-

ア』

が.『

問.
屋

. f
J

H

場
1

に'
展
開
す
る
徑
路
を
み
る
に
、>『

日
本
の
泰
合
に
は
、
マ-1

ュ，
フ
ァ
ク
チ
'.

ぅ
T

は
自
己
' 

_

の
獨
立
性
を
衩
易
に
高
め
る
こW
が
な
く
、
間
屋
制
資
本
，に
從
熇
し
た
ま
ま
エ
場
エ
業
に-
入
り
込
ん
だ』

が『

そ
の
‘典
沏
的
ト
例
は
知
多
拍
ょ
び 

,

,

遠
州
地
方』

(

同
、1

七
四—

五
頁〕

ミ
。
こ
の
場
合
、
反
钓
す
べ
き
點
は
、
_右
の
時
期
に
お
け
る
問
屋
制
家
內
エ
業
か
ら
小
手
エ
變
小
エ
揚
へ 

- 1

の
轉
化
は
"
_

网
に
ょ
3

分
散
的
な
0

家
副
業
的
家
族
作
樂
の
犮
邴
か
ら
4 '

ば
離
農
を
前
提
ミ
す
る
琢
業
的
な
統
ー
的
丁
：場
作
樂
の
灾
邴
へ
の 

.

.

.

軸

北

べ

意

味

す

：
る
，
こ

W
、
.

そ

れ

故
,

そ

れ

が
.
'四
0

印_
以
降'
の
農
村
分
へ
化

._

に
：
拍

軍
^

が

け'
る̂

い
ふ
，
社

舍

經

濟

史

的

な

.

意_

で
ぁ
る(

*

藤
田
氏
、
'. 

r

前
揭
論
文
、
五
ニ
贾
參
照〕

。 
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ぃ
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ノ
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,

.
各
國
に
お
け.
る
迸
代
產
業
編
成.
の
i t
較
史
上
の
特
殊

1̂
は
產
業
編
成
過
程
め
相
異.
る
と
こ
ろ
か
：ら
齎
さ
れ
、
近
代
產
業
編
成
過
程
の. 

_

異
は
手.
h
# .
<d_
存

在

條

件

：の
：特

殊

性

か

ら

導

出

-
れ.
る
o 
.け
样
し
ぃ
手
'エ
場
こ
そ
は
モ
方
に
知
^̂

を
そ
れ
ぞ
れ
め
：̂

で
奋
解
七
^
っ
ど
れ
に
照
應
尤
る
仕
方
で
賃
勞
働
を
造
出
ず
る
と
^
巧
 

'熟
練
勞
稿
カ.
の.
養
成
，に
太
5|
):
大..エ.
場
の...母
胳
を
；準
備
す
る
か
ら
で.
ぁ.
^

i
n

\

/

る
諸
經
營
形
態
の
./1

，環
と
し
て
捉
へ
、
そ
れ
ぞ
仉
が
全
體
制
の
發
展.
に.
お
い
て
占
め.
る
役
割
*

歸
趨
を
究
め
る
‘た
め
に
‘
呔
”

こ
^

手
;:
!: 

場
な
る
經
镑
形
態
が
砬
も
，取
純
な
形
で
あ
'
ら
は
れ
た
時
代
に
つ
い
：て
そ
の
全
貌
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
-.
0
そ
の
；薏
味
に
#

い
亡
、
各
國
に-
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販
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機
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特
殊
な
存
在
條
件
灰
ば
、，こ
の
時
代
の
指
標
！j
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度•
ッ
ン
フ
、

制« :
(0

强
度
，̂
^

^

^
に
懸
る
'
の
で_
ぁ
る
が
-

:v
>

吵
れ
、に
し
て
な
、
右
の
一」

筏
路
を
--
:-
:

,

通
つ
'̂

成
立
し
た
近
代
事
で
場
。近
代
產
業
の_

造
に
つ
い
て
は
，
次
の
ニ
點
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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坐

康

數

、ら
自
生
的
に
虫
成
し
た
¥

エ

臂

の

繼

比

『

，集
中
，的
^
'

ぁ
る
'̂

命
業
资
本
の
主
導
に
ょ
う
て
造
出
さ
れ
た
手
'g

:
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.
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近
代
窺

炎
研
沈
の
成
果
に
就
い
て
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、

近
代
產
業
史
阱
究
の
成
泶
に
輝
'い

て

丨

費
-

、

‘ 

，

舅

、

(

八
四
！

J
)

、

.

場
の
•
構
造
は『

分
散
的』

で
あ
る
c

f
}

。
前
辦
は
集
电
序
：エ
場
と
呼
&,

れ.
、後
者
は
分
散
手
エ
場
^

問
屋
制
家
內
エ
業』

と
呼
ば
れ
る
が
、
 

と
も
に
近
代
的
な
關
係
で
あ
る
c
nk
5'
VJ.
°

■生
虛
の
權
造
•
か
ら
み
れ
ば
、
前
者
に
あ
つ
て
は
、
同
一
場
所
で
の
勞
働
か
の
結
合
に
よ
り
共 

同

作

業

，
原

料

機

械

建

物

等

6

典

同

利

用&

つ
て
作
業
内
容
•

努

鐵

力

構

成

の

變

化

)

t

創
出•
し
て
生
產
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
利 

.

潤

が

生

れ

、
，
勞

働

力

と

生

茚

要
！
！

と

の

結

合

は

铳

赠

的

•

集
中
的
で
-̂

り
、
か
べ
て
、
勞
務
•

エ
程
*
材
料
*
原
^ ;

等
め『

管
理』

の
物
質
的 

P

礎
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
"

後
者
に
あ
つ
て
は
、結
合
勞
働
力
；

同
_

に
よ
る
生
産
力
の
展
開
に
澍
し
て
は
保
守
的
で 

あ
る
代-
り
に
、
勞
働
時
間
の
延
長
•

旁
働
密
度
の
加
堉
•

坐
活
費
の
引
下——

そ
れ
故
消
寶
者
'
の
'資
格
で
商
業
利
f

つ
く
る
一
：な
ど 

に
よ
り
前
期
的
な『

利
潤』

が
生
れ
、•

か

く

て

、，勞

働

力

と

生

齑

要

.

と
の
結
合
は
個
別
責
任
的
•

分
散
的
で
あ
る
。
市
場
の
構
氣〔

附
記 

參
照〕

か
ら
み
れ
ぱ
、
前
背
の
場
合
に
は
商
品
の
生
產
汹
商
品
の
丨
運
動
に
よ
つ
て
商
業
を
成
立
せ
レ
め
る
に
反
し
卩
そ
れ
故
ホ
場
範 

は
深
く
且
つ
廣
い
勝
者
の
場
分
に
は
坐
產
物
は
商
業
に
よ
つ
て
商
品
と
食
る
。

#

、
こ
の
場
合
、(

ィ)

集
妒
手
：丄
場(

も
し
く 

は
工
場〕

內
部.
の
請
負
母
位
の
存
在
は
办
し
ろ
分
散
手
エ
場
的
で
あ
る
こ
と
-

(

〒
3
分
散
手
土
場
と
は
*

分
業
的
な『

家
.̂

勞
働』

を
含 

む
全
體
の
關
係
で
あ
り
且
つ
手
エ
場
の
蓝
種
に
外
及
’ら
ず
、
隨
つ
て
、
こ
れ
を『

v
e
r
la
g
s
s
y
s
te

m
j.『

前
肾
制
度』

•『

問
屋
制』

S

6〕 

と
し
て
特
殊
の
制
度•！

！

營
形
態
と
し
て
取
扱
ふ
の
は
^

闬
意
で
あ
る
こ
と
、(

ハ〕

手
工
業
製
作
^

の
本
質
上
•

そ
'
の
^

^

過

程

が

部

品 

組
立
式(

例
、
時
訂)

で
あ
る
場
合
<!
:
'
エ
程
繼
起
式(

例
、
ビ
ン

〕

で
あ
.
る
場
，合

と

が

あ

る

が

、

前

者

ば

同

f

作
業
場
で
の
部
分
作
業
者
の 

結

-̂

を
偶
然
的
^

ら
し
め-
る
こ
^

フ
を
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
，
.'.
.

ノ/. 

く 

■
■
5
,- 

ゾ
'o

i:v
:.

そ

、
の
，
發

坐

涵

路

.
が

ど

ぅ

；
^

あ

れ

、
集

中

手

工

；場

:̂

分
散
：手
エ
場
も
分
業
に
も
と
づ
く
協
業
た
る
點
に
^

で
あ
、る
9 

.
雨
者
-

,̂

手
；エ

德

的

技
_

に
宽

脚

す
.
る

限

妒

、
’：

分

業

吹.
形

態

，，に
：
お
：
け

名

^

り

養

疗

技
■

的

暴

ば
'
あ.
り

：
え

食

い
•
？
霄
ち
、
大
機
械 

.H
,

業
準
備
段
喈
ど
.し
て
の
手
工
場
は
い
づ
れ
も

、

帛
一
に

、

：分
業
ぬ
よ

り

生
產.
過_

を
多
<

€>

最
V

單
純
な_

機

械

的

作« :
に

分

解

す

..

- 

ノ 

■ 

.
 -
 

. 

.... 

、
 

：

.
-.
-
ご

.

....

，

'
-
.

へ

.

.

:

る
と
：
と

に

よ
h

ヤ

方

で

は

小

エ

藥

經

營

を

增

加

：せ
し
め
：な

が

.

|

他
方
で
は
最
初
に
機
械
を
移
入
す
片
|

簡

單

為

作

業

：か

ら

複

灘

な 

.

.
作
業
へ
と
採
用
さ
れ
る
I

胃
诜
性
I

へ、、
m

一一 
に
、，
長
年
に
百
一
り
熟
練
勞
働
カ——

同
時
に
精
神
上
肉
體
七
の
萎
縮
雨
鈍
命
形
：
 

.—

を

養

成

ず

る

 
0'..
と
各.
：に
產
業
革
命
へ
の
技
術
的
可
能
性
は
與
へ
ら
れ
る
:,
0

.

.

.

ベ
，
-';
:：.

.
'.

具

體

的

靶

史

的

議

，本

考

い

，

.
て

は

、

一
一

0
..

の#

版

は

錯

雜

し

て

現

れ

：る

5.

.

い
づ
^:
が

贫

酿

丈

德

は
 

>

.

囊

的

：に
：

.

&

、■'
■
所
與

の*

史. 

'
篇

仲

に

應

じ

て

領

鲁

抓

と

農

民

經

濟

と

め

，
い

次

れ

#

交
韻
經
濟
氛
搪
达
も
外
を
が.
に
i

る
0,

へ

■

ぐ.
，-
f;
.
.
っ

ベ

ご

'

.

.

.

- 

.

.

.
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.

■

-
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'
V
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-
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'ゾ

■

-

マ
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.

.

.
■
.
'
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:
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-

、

:

C

課
1)

，.『

わ
的
國•
に
お
，け
る
適
蘼
資
本
發.
達
の
特
殊
構
造
を
分
析
す
，る
'w 
:
:
笫
V
は
商
業
资
本
が
谛
滎
资
本
に
#：
化
'し
た
場
合.
，で
：
あ
る
：
：が

、
そ

. 

-

■

.

の
場
合.
！i_

は
商
業
資
本
':の
：前
期
的
•
|1
|1
屋
制
的
支.
郞
が.
殘
茁
せ
し
め
ら
れ
る
紡
果
ミ
し
て
、
ブ
方
,̂

ぼ
舊
い
坐
'
4
方
法.
が
存
^
$
じ
め
纪
拟
る
ミ 

•

北
に
他
方
に
於
'て
涔
い
洮
m

方
ぬ
，の
在
紿
に
規
记
さ
れ
たH

場.
經
符
そ
の
も
の
丨
の
制
約
力
あ
っ
て
、
こ
と
‘に
中
爪
：エ
業
の
：'性
格
が_
ぎ
與
さ
4
、

,

第
二
は
商
業
資
本
の
支
配
‘T

に
お
い
て
，

H

揚H

業
の
P

生
的
展
即
が
み
ら
れ
た
場
合
で
I
あ
る
■
が

、
'そ

の
場
合
に.
ゆ

蔽

業

赘

本

：
か

.
前_
期
的.
問
屋
制
、

- 

■

 I

 

j .
 

.
 .
 

\
 

»
 
•

' 
•

 

.

.

.
 

|.
>.. 

• 

•• 
• 
• 

.. 
-

-r.
<
*
'
•
-
.
«
-

,

的
支.g

の
結
泶
过-
し
て
丁
場
丁
樂
の
れ
由
た
絲
城
が
阢
止
さ
れ
、
こ
こ
に
中
小
;[
:

業
の.
饨
格
が
附
與
さ
れ
る
。
：
：
一
は_
商
業
資
本
的
m

格
を 

則
に
も
っ
I

I

S

れ
I

?

る1

1

2

り
、
他
I

業_

に
從
關
し
な
が
I

I

ボ

變

木
2

馨

■

こ

ぎ

，
 

お
い
'
て
、
そ
の
裔
與
は
興
る』

(

*

信
夫
氏
^

孜_

成.
を
幽
^

農
家
鸫
濟

』

、
：帝
夫
薪
聞
'>
‘
昭
和
十
七
伊
九
月
，七..
，̂,

3

、

*

.

臾
序
a

r

後
揭
、
“

七
沂
丨
六
頁
お
ょ
び
ド
ィ
ク
の
場
胄
っ
き
來
大
塚
久
雄
:^
®

洲

經

濟

史

；
序

！
^

^

揭
3

5 '「

0

';
1'
:
'
;ー：
_

む

參

照

：

^

以
：

.
 

'上
の
か
解
仕(

一〕

鹿
業
資
本
础
立
e,

集
中
過
a

を
無
視
し
C
5 '
'

明
治
三
〇
丨
四
0 ;

苹
代
の
'『

間
廣
制
家
内
エ
業』

(

中
小
エ
業
の
核
4

的_
坐
產
形.
' 

/

態〕

の
观
成
^

叨
治
末
則
|

火
爪
狨
沏
の
新
段
階
に-
お
け
る
そ
れ
の
抖
榀
ズ
の
聯
關
を
無
覦
し
て
ゐ
な
い.
だ
ら.
ぅ
扒
へ(

i〕

6.

註
4
V
5

.
扭

ょ

ぴ 

*『

輸
/U

ブ
少-
シ
業』

上
卷
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六
、丨
七
O

K

參
照)
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大
塚
久
郴
氏
、『

所
謂
前
■
期
的
資
本
な
る
、範
疇
に
'
っ
い
で̂

經
济
宓
林
、
第
八
卷
，第
二
號
、

一a
w
s
o
:
 

i

杯
貞
治
郞
氏
飞『

近
代 

奴
代
康
架
史
阱
究
の
成
泶
に
就
い
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•
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ノ じ —

1
O
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空、

Sr
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li!

ノ
城
代
痄
集
.史
讲
究
Q

成
果
に
就
.い

で
-

' 

-
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一一；へ
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四
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'
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"

的

；
か
：
淹

に

扣

け

‘為
術
及
勞
働
力
の
發
邊
粑』

-

M

濟
轵
雜
雠
，
第
十」

.

卷
ぎ
J

s *

、
7r
w

l

i

M

Q

氺
安
部
隆
一
氏
*『

「

叫
培
生
'鹿

.，

に
'
つ
. .. 

い
て』
い
鸫
^

舉
领
認
、
、第
^

卷
第
三
贼
：
1
6
丨
ー
ビ
5

何
*

小
瞼
は『

實
質
]1』

の
包
#

を
轚
生
跑
方
法
の
も
^
に
お
け
る
勞
働
の
资
木
へ
丨
， 

の
！

T

事
货
上』
め
似
摘C

T

家
內
勞
拗JD

邮
も『

资
本
關
俅
の
發
現
J

^

c

旣
に
在
YI
;

甘
る
坐
糜
捺
其
の
豸
ホ
へ
の
包
.^』

た
る『

形
式
的
包
€

(

安

，

部
^

、
前
掲
諭
文
、
九
货〕

に
财
骰
す
令
に
對
じ
、发
部
氏
は
^

資

本』

な

る

皆

，
範

畴

を

單

純

‘
協

證

前

に

新

說

也

ら

れ

こ

の

.
小

資

本

べ

の

' 

级
拗
め
形
式
的
包
猫
を
^

^

せ
ら
れ
る
。(

.

こ
の
相
に
：つ
き
同
氏
嘯
揭
論
史
の
外
に
、
續
槁
*『

/]
'

赘
本
範
疇
に
つ
い
て』

' ,

鉍
浒
學
雜
誌
"
笫
九

卷
第
’
四
號
"

參
照)
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パ

り
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’
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.
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’
商
龙
資
本
が
小
：

H

樂
に
お
い
て
ミ
る
站
本
的
賭
形•
態
は
以
下
，の
如
し
。
商
人
、ま
た
は
大
作
卦
場
の
！̂
符

、
ご

が

小

出

淹

衣

の

製

品

も

買

：.:.

.

入
れ
る
、
そ
し
て
、、
多

く

の

場

家

れ

が

货

盟
f

思

し

ぅ

れ

ば

靡
m

格
を
引
下
げ
る
®

も
取
純_
な

進

、
第

：
形

驾
1

本
は
高
利
贷
樂W

轱
合
し
; '

命
缺
し
VC

農
民
は
貨
ト
旧
人
か
，
ら

借

金

し

-

そ
、
の

商

品
1-

代

償

ミ

し

て

引

，
渡

す

0

こ
，
の

場

合

.

純

鸫

濟

以

：
外

.

仏
》
债
務
'

.

赉
の
從
關
關
他
？
そ
の
窮
乏
の
利
邓
が
加
は
，るC

第
一*
形
態〕

"
货
卜| |
人
は
製
品
に
對
し
て
諸
商
品
で
炎
拂
ん(

ト
ラ
ゾ
ク
^
.

ス
：
デ
ム
，
で

こ

れ

は 

大

エ

，
樂

以

徜

の

商

品

，
資

本

主

義

‘
經
濟
忆
固
有
な
次
拂
制
吃
で
％
る
。-

笫t

形
憩〕

。
商
人
は
小
康
產
者
ず
生
衆
上
必
要.
が
す
^
■
商
品
料

*.
,ゾ
 

,

助
成
材.
都
/ 0

诹
胤
で
支
拂.
ふ
。
小
也
跑
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搿
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叱
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營
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-
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れ
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ユ
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す
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條
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。
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な
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四
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搀
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鸫
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ょ
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ば
C4「

前
贷
御
度」

な
る
も
妒
は
、
鸫
浒
外
的
な
肛
接
的
な
强
制
气
鸫
濟
，的
な
强
制W

Q

中
間
形
態
'̂
な
し
，'
自.
立

的

な

外

：生

產

渚

.
に

寄
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生
す
る
形
瑶
な
の
で
あ
る
。
彳
れ..
は
資
本
が
流
通
過
程
に
あ
’ウ■
て
、
し
^̂
も
小
虫
產
者
を
收
取
す
る
敗
態
^

ハ
申
同
氏
プ
^

間
屋
度
库
じ
に
ら
ぃ
、 

てr
、

經
濟
學l

r
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七
卷
邠
H
戴
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四
茛
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松
叫
智
禅
氏
艮
前
资
制
度
敕
念
を
屯
v
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て
：商
業c

前
猢
的
>
資
本
"
の...生
'產.
安
.配
ミ
し.

.
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て』

姐
矩
い
れ
、$
ら
に
、
笫
一
に
前
货
飢
度
の
戴
に
つ
い
て『

通
常
の
見
解
に
於
け
る
都
屯
商
人
の
座.
產
灾
棚
を
內
啓
过
す
る
前
貸
ミ
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仝
く
興
つ
だ
農
村
的
な
而
も
自

6

も
織
物S

i

康
者
た
る
中
間
者
め
前
货

3

の
ニ
つ
の.

激
1

類
別
し
な
け̂

ば
な
ら』

ず
、
第
，

1
J
.

に
：前
貸
を
受
げ
る
，
 

ル
淹
逍
の
會
に
つ
い
て『

之
も
通
赏
の
見
解
^

於
け
る
非
獨
立
的
^

於
瓰
的
リ
な
家
㈧

生
產
漪
ミ
强
カ
に
獨
立
^

屯
的
な
氣
或
る
揚
合
に
は
資
本

' 

制
的
な
手H

場
細
營
者C

小
康
業
銥
本
家〕

ミ
の
兩
漪
を
認
め
ね
ば
な

$』

ぬ

0ヾ

ネ
同
丐『

^

^

制
度
，の̂

,

^

獨
|

^
_

エ.

業』

、；社
;.
#

經
濟
史
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'

彎

後
3

^

洱
3 ?.
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。a
a

火
保
氏
に.

ょ
れ
ば̂

問
辦
制
度
言
祆
！

期
的
蔽
鮮
资.

本
れ
小̂

品
也
處
者
に

¥

名
レ
^
^

別
の.
表
現
を
す
れ
ば
、
そ
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加
エ
を
卞
辎
せ
し.
，め
ぐ
以
て
彼
等
を
次
配
し
、
利
潤
を
打
出
す
方
透
で〜

の
小
商
品
虫
產
者
は
或
は
家
物
^

働
..，
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準
純
な
手H

業
者
邛
至
農
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で
^
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或
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小
マ
一
一
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；

フ

ァ

ク

，テ
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ァ

所

有

者

(

產
業
凌
本
家〕

で
あ.
る
。『

問
段
制
家
的
エ
樂』

w

は
前
錄
が, 

前
者
に
行
は
れ
る
場
合
で
い-
^『_

足
制
度
ど
间
^

制
#

內
エ
業
ミ
は
區
別
さ
蚤
べ
き
で
あ
^
0
前
者
の
方
が
ョ
リ
廣
い
意_
味

を

も

ち

、
，
後

者

近
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代
產
業
史
研
究
の
‘成
果
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就
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,
て
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を
其
一
部
W
し
て
合
ん
で
ゐ
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氺
同
氏
、歲
洲
經
濟
序
說』

礙
揭
、
三
七—

八
茛̂
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ホ〕

！̂

保
制
度
，6:
1&
召
1
^
‘は1

ミ
高
橋
幸<
八
郞
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,

埤
は
^

^

^
る一

^

都
市-
の「

商
人
し̂

業
資
本〕

が
外
部
か
>,

也
鹿
過
展
に
關
係
し
こ
，れ-
を「

-<

酣
し
す
る
形
瑶』

で
、『

こ
の
場
合
、
商
人〔

前
%

丨

钱

1

家〕
尨
部
1

手
て̂

崇
吸
び
農
民—

單
純
な
家
內
勞
‘働
者
で
あ
れ
、
獨
立
の
職
場
を
も
つ•
或
は
，そ
の
職
場
を
擴
大
し
つ
つ
あ
る
>

ノ̂
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傲
养
し
乃
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農.

村
の
、- *

造
業
乾
“
で
あ
れ

--------------------------------------

に
、
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:

7£-

し
て
职
料

-

の
、
戎
は
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さ
へ
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有
^
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し
て
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し
、
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の
加
て
を
與

ら
に
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し
め
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以て彼らを從歷せしめつつ

1
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潤
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す
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"
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期
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本
家
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農
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；
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業
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猢
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れ
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梁
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⑶

叙
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營
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卽
ち
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オ
ス
ト
*

エ
ル
べ
かG

u

sr^
r
r
s
c
h
a
f
t

と
ゥ
ェ
ス
シ 

ト
i

ル
べ
のo

ru
n
d
h
e
rx
s
c
b
a
ft‘

c

古
典
的
グ
ル
ジ
ト
シ
ャ
フ
ト
、
即
ち
！
ゥ
イ
リ
カ
チ
オ
ツ
制
度
と
は
興
る〕

と
は
、
工
業
經
營
上
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の一
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類

型

，に

も

表

瑰

さ

れ
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近

代

ド

イ

ツ

經
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濟
め
中
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業
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營
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-
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篇
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部

に
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業
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農

業

經

營
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商
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^

ょ
る
問
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制
丁
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經
臀
が
支
配
し
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の
■.
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•

東

部

の

經

濟
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發
展
の
忉
格
は
•
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に
對
立
す
る
^

け
で
な
く
常
に
國
民
經
濟
へ
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統
合
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れ
ん
と
し
て
、
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i

ツ
糜
業
箪
命
を
特
質
づ
け
る
c
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丨〕
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農

業

經

營
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世
末
前
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期
の
貨
^-

交
換
經
濟
^

展
開
は
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所
、與

の

莊

造

の

强

度
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の
如
何
に
對
應
し
て
、
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エ -
の

對
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に
お
ホ
る
貨
幣
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代
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フ
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お
け
る
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け
る
賦
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開
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蛾
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シ
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ダ
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翁
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獨
占
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に
檢
查
制
度
の.
も
と

に
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奮

者

ぜ

家

收

勞

働

点

砮

；

_

の: 

點
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こ
れ
が
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分
^
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H

場
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て
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か
ど
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士
ハ
•

ゼ
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に
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^
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麻

物

業

は

次

ほ

自

禮 

1

し
即
度
的
，に

L
a
n
d
m

e
is
te
r 

t

 P

公

認

，さ

れ

、
外

'
國
市
場
の
た
め.
に
一
一
ル.
ン
べ
ル
'
ク
の
布
本
の
も
と
に
搞
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引.
用
^

^

他
方
、
領
主
の~
侧
1

、
軍
事
#

敝
の
坐
顏
の
/q

め
領
^

^

斯
業
七
鶴
す
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業
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營
を
牧
つ
た
。
f i

主
は
農
村
織
工
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麻
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物
の
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る
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へ
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镇
主
の
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昆
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も
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く
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^
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賦
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に
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で
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め
た
0̂

り
こ
に
、
貨
幣
經
濟.
の
進
联
に
嵌
面
し
た
卞
虫
も
し
乂
は
他
主
の
反
®,

性
と
む
3

ぶ
り 

も
む
じ
ろ
象
性
を
看
取
^

へ
患
'
ぁ
る
。
丨
か
く
て
、
プ
レ
ンv

-
ノ
、

の'
指
摘
す
る
ヤ
ぅ
に
、
東
部
S

村
織H

は
商
人
の
間
屋
歡
'
 

役
代
I

史
蒙
の
成
浮
就
い
て
、

、

/
 

. 

,
、

.'
こ

(

八
四
九)

:



’

.

,

，
近

代

席

業
^

研

究

の

成

泶
/3
就

，
い
て
 

’ 

• 

、
 

r 

My 

(

v
:

A
o>〕

> 

、

,

,

貸
と
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r
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と
の
'
熏
歷
下
；̂
、麻
織
物
生
鹿
の
發
營
に
ょ
っ
て
も
獨
'
立
自
營
性
を
獲
.#

し
得
な
か
っ
た(

f

'y
o

ご

.

)

、
^ :
乱
へ
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,
.

，
く

に

ボ
I

デ

ン

湖

畔r
帶〕

o

ィ

タ

リ

ア•
ス

ぺ

イ

ン

向

け

め

國

際

澉

品

麻

織

物

に

お

け

る

『

前

！
^

度

j

 (

松

田

氏)

は
コ
パ
ス
：

.

タ

ル.
ッ

市
'_ 
_

ノ
に
始
る
。

/^

。
は
，初
敝
に
は
都
帘
ッ
ジ
フ
ト
に
ょ
る
麻
織
物
生
產
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
原
料
た
る
麻
糸
は
ボ
丨
二
ア
，ン
湖
畔
の
農
民
/

、

策
庭
エ
業
に
^

り
虫
瘦
さ
れ
、
か
れ
ら
忙
ょ
^

^

市
市
場
へ
齋
さ
れ
る
か
都
市
内
の
紡
ぎ
ゲ
に
ょ
り
供
給
さ
れ
て
ゐ
た
が
-

十
跃
-
ハ
低 

,

-

紀
の
交
都
市
*
族
ば
自
ら
は
生
產
す
る
こ
と
な
く T

前
貸
商
人
と
'
し.
て
手
工
業
者
に
加
工
す
べ
き
原
料
^

* '
:
へ
、
手
ぬ
業
者
は
之
を
売 

^

成
せ
し
め
イ
商
人
に
供
給
し
そ
の
時
に
前
货
湖
を
差
別
い
，て
代
價
を
茭
鄉
は
れ
る
‘

』

と
い
ふ
關
係〔

华
見
に
，ょ
れ
^

小

；エ
業
段
：階

こ

_

お

':\ 

け
多
.
裏
内
勞
係.
0
ヵ-
成
立
し
、r

j

ン
X

ク
ン
ッ
商
人
は
ボ
ー
デ
ン
湖
哼
に
ホ
ー
と
し
て
前
賢
を
行
つ
たo
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。
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す
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菝
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。
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